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　近年、此花区の人口は横ばいで推移していますが、現状のままでは将
来著しい人口減少となり、空き家の増加・小学校の縮小（統合）・飲食店を
はじめとした商店の採算悪化など好ましくない影響が予想されます。
　区民のみなさまだけでなく民間企業などとの対話を通じてそれぞれが
保有する知識やノウハウを活用し、此花区に新たな価値を共に創る活動
を促進し「住むなら此花区！」「SDGｓ先進区」といわれる街を目標に、人口
減少に歯止めをかけることが必要です。

を策定しましたを策定しましたを策定しました
「此花で良い」ではなく「此花が良い」と “選択” される街
「ウェルビーイングな街KONOHANA」を目指します

1西九条駅周辺エリア
『関西ナンバーワン
リゾートエリア』への
玄関口としての
街の充実

3 湾岸
エリア

● 舞洲・常吉エリアの
 エリアとしての活性化・
 ブランディング
● USJ・夢洲とともに、
 『関西ナンバーワン
   リゾートエリア』へ

2 工業中心
エリア

他エリアと連携し
官民・民民連携を
推し進める

4 住居中心
エリア
町家から

高層マンションまで
潤いのある街

区の現状と課題01

目指す方向性（中長期的エリア戦略）02

2020年
65,251総人口

2050年
56,831

増減
－8,420

7,3680～14歳 5,627 －1,741
39,45815～64歳 31,775 －7,683
18,42565歳以上 19,429 ＋1,004

※出典：国立社会保障・人口問題研究所
　『日本の地域別将来推計人口（令和５（2023）年推計）』

（人）

西九条～住居エリア～湾岸エリアなどエリアごとに連携し、イ
ンバウンドを含む観光客の誘導など区内全域の回遊を促進
し、交通アクセスの需要増大に繋げます。

区内回遊性促進

舞洲・常吉

夢洲

USJ

令和６～９（2027）年度までの、区のめざすべき将来像やその実現に向けた施策展開の方向性などをとりまとめた

此花区の将来推計人口
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